
第5回
（仮称）対馬市市民基本条例検討委員会

資 料

平成２３年２月１０日（木）



地域マネージャー研修会（（仮称）対馬市市民基本条例）について地域マネージャー研修会（（仮称）対馬市市民基本条例）について

地域とのパイプ役である地域マネージャ
ー(職員）に対しても、現在市で取り組ん
でいる新たな仕組みづくりが「なぜ必要
なのか？」ということについて研修会を
開催

１．日 時
平成２３年１月３１日（月）

２．講 師
加留部 貴 行 氏

３．出席者数等
市内3箇所で実施（各1時間程度）
○上県 ３３名出席
○豊玉 ３２名出席
○厳原 ６２名出席

合 計 １２７名
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（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート結果（総括）（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート結果（総括）

１．アンケートの目的
（１）第２回､第3回（仮称）対馬市市民基本条例検

討委員会において、「これからの対馬のために大切
にしたいこと」「市民が主役となるために何が必要
でしょうか」と題し、ワークショップを開催し、意
見のとりまとめを行ったが、同様の内容について、
意見聴取する。

（２）（仮称）対馬市市民基本条例に盛り込む項目に
関し、意見聴取する。

２．調査方法
（１）市民アンケート調査

・対馬市内に居住する１８歳以上の男女
（H22.3.31現在）
・対馬市の住民基本台帳から２，０００人を無作為

に抽出

（２）対馬市職員アンケート調査（デスクネット（職
員回覧板）に掲載）

（３）高校生アンケート調査（高校へ依頼）

３．調査期間
（１）１月下旬～2月

回収数
１．市民アンケート調査 : 550通、27.5％
２．市職員アンケート調査 :  131通
３．高校生アンケート調査 :  790通

合 計 1,471通
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（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート集計表（市民・職員）６８１通（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート集計表（市民・職員）６８１通

○知っている方が３４％、知らない方が６２％とまだまだ認知度が
低いため、更なる情報発信や意見を反映する手法を検討していく必
要があります。

○知っている方が３４％、知らない方が６２％とまだまだ認知度が
低いため、更なる情報発信や意見を反映する手法を検討していく必
要があります。
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○対馬のことを知る、好きになることが62%と一番高く、次いで市政へ関
心を持つことが60%、地域の活動に積極的に参加することが52%、自己の
発言や行動に責任を持つことが35％、地域コミュニティに積極的に参加す
ることが32％、ボランティア意識を持つことが31％となっています。

○対馬のことを知る、好きになることが62%と一番高く、次いで市政へ関
心を持つことが60%、地域の活動に積極的に参加することが52%、自己の
発言や行動に責任を持つことが35％、地域コミュニティに積極的に参加す
ることが32％、ボランティア意識を持つことが31％となっています。

○地域経済の活性化が81%と一番高く、次いで第1次産業の振興、自然環
境を守っていくことが68%、観光の振興が45%、地域の絆が43%、協働
のまちづくりが30%、韓国との関係、先人達からの学びが14%となってい
ます。

○地域経済の活性化が81%と一番高く、次いで第1次産業の振興、自然環
境を守っていくことが68%、観光の振興が45%、地域の絆が43%、協働
のまちづくりが30%、韓国との関係、先人達からの学びが14%となってい
ます。

その他の意見
１．教育の充実
２．地産地消の推進
３．人材育成
４．対馬の風土、文化
５．就業場所

その他の意見
１．対馬の常識（田舎の甘え）と都会、世間の常識のちがいを自

覚すること
２．有言実行。積極的参加
３．健康維持管理
４．老後は対馬へのＵターン
５．みんなが大胆かつ足並みを揃えること
６．自由な発想を持つこと。思い込みを捨てること
７．まちづくりにおけるいろんな情報のキャッチ
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主な意見
・人口流出・若者の定住対策（雇用の場）
・観光の振興（おもてなしの心、歴史を活かす、韓国人との

相互理解）
・企業誘致
・市民意識改革、市民モラル向上（ポイ捨てをなくす）
・第1次産業（農林水産業）の振興
・本土との交通利便性向上（運賃低廉化）
・島内の交通利便性向上
・対馬のすばらしい自然環境を守っていくこと
・足の引っ張り合いをやめる
・市民の意見をもっと反映する行政
・人づくり

主な意見
・人口流出・若者の定住対策（雇用の場）
・観光の振興（おもてなしの心、歴史を活かす、韓国人との

相互理解）
・企業誘致
・市民意識改革、市民モラル向上（ポイ捨てをなくす）
・第1次産業（農林水産業）の振興
・本土との交通利便性向上（運賃低廉化）
・島内の交通利便性向上
・対馬のすばらしい自然環境を守っていくこと
・足の引っ張り合いをやめる
・市民の意見をもっと反映する行政
・人づくり

その他の意見
１．行事やグループ活動に市民の参加を
２．人任せにならない地域コミュニティができれば・・・
３．市民・行政・議員自身の啓発、スキル・レベルアップの

きっかけづくり
４．条例で住民投票で難題を解決してもらいたい
５．市民の声に耳を傾ける事が大事

その他の意見
１．行事やグループ活動に市民の参加を
２．人任せにならない地域コミュニティができれば・・・
３．市民・行政・議員自身の啓発、スキル・レベルアップの

きっかけづくり
４．条例で住民投票で難題を解決してもらいたい
５．市民の声に耳を傾ける事が大事

○市民の声を反映する行政のあり方が67%と一番高く、次いで行政情報の
公開や説明のあり方が43％、それぞれ（市民、行政議会等）の役割や責務
について、市の事業を実施する際の市民参加のあり方についてが39%、市
の政策を検討する際の市民参加のあり方が38%、コミュニティ活動での市
民参加のあり方が22%となっています。

○市民の声を反映する行政のあり方が67%と一番高く、次いで行政情報の
公開や説明のあり方が43％、それぞれ（市民、行政議会等）の役割や責務
について、市の事業を実施する際の市民参加のあり方についてが39%、市
の政策を検討する際の市民参加のあり方が38%、コミュニティ活動での市
民参加のあり方が22%となっています。
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（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート集計表（高校生） ７９０通（仮称）市民基本条例検討に関するアンケート集計表（高校生） ７９０通

○知っている方が2％、知らない方が97％とほんんどの学生が知ら
ないという結果になっています。これからの対馬市を担っていく若い
世代の意見は大変重要です。今後も高校へ定期的に情報発信しながら
高校生の意見反映した条例づくりを進めていく必要があります。

○知っている方が2％、知らない方が97％とほんんどの学生が知ら
ないという結果になっています。これからの対馬市を担っていく若い
世代の意見は大変重要です。今後も高校へ定期的に情報発信しながら
高校生の意見反映した条例づくりを進めていく必要があります。

-6-



○自然環境を守っていくことが80%と一番高く、次いで地域経済の
活性化が63%、観光の振興が34%、地域の絆が32%、第1次産業の
振興が29%、韓国との関係が20%、協働のまちづくりが12%、先
人達からの学びが10%となっています。

○自然環境を守っていくことが80%と一番高く、次いで地域経済の
活性化が63%、観光の振興が34%、地域の絆が32%、第1次産業の
振興が29%、韓国との関係が20%、協働のまちづくりが12%、先
人達からの学びが10%となっています。

○対馬のことを知る、好きになることが62%と一番高く、次いで地
域の活動に積極的に参加することが49%、ボランティア意識を持つ
ことが38%、市政へ関心を持つことが29%、地域コミュニティに積
極的に参加することが28％、自己の発言や行動に責任を持つことが
22％となっています。

○対馬のことを知る、好きになることが62%と一番高く、次いで地
域の活動に積極的に参加することが49%、ボランティア意識を持つ
ことが38%、市政へ関心を持つことが29%、地域コミュニティに積
極的に参加することが28％、自己の発言や行動に責任を持つことが
22％となっています。

その他の意見
１．伝統文化を大切にすること
２．学校へ行くためのバス

その他の意見
１．地域での人々の関係をより深くすること
２．あいさつをすること
３．町をきれいにすること
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主な意見
・自然を大切にすること
・対馬で就職できる場所を増やす
・若い人が遊べる場所を増やす
・韓国との交流を促進
・観光客を増やす
・対馬のことをもっと知り、対馬の良いところをもっとア

ピールする
・大学を対馬につくる
・経費節減
・経済の活性化
・交通の利便性向上（バス・フェリーなど）

主な意見
・自然を大切にすること
・対馬で就職できる場所を増やす
・若い人が遊べる場所を増やす
・韓国との交流を促進
・観光客を増やす
・対馬のことをもっと知り、対馬の良いところをもっとア

ピールする
・大学を対馬につくる
・経費節減
・経済の活性化
・交通の利便性向上（バス・フェリーなど）

○市民の声を反映する行政のあり方が56%と一番高く、次いでそれ
ぞれ（市民、行政、議会等）の役割や責務についてが32%、市の事
業を実施する際の市民参加のあり方が31％、市の政策を検討する際
の市民参加のあり方が30%、行政情報の公開や説明のあり方29%、
コミュニティ活動での市民参加のあり方が20%となっています。

○市民の声を反映する行政のあり方が56%と一番高く、次いでそれ
ぞれ（市民、行政、議会等）の役割や責務についてが32%、市の事
業を実施する際の市民参加のあり方が31％、市の政策を検討する際
の市民参加のあり方が30%、行政情報の公開や説明のあり方29%、
コミュニティ活動での市民参加のあり方が20%となっています。

その他の意見
１．市長、市議のあり方
２．様々な年齢層の意見を聞き、反映させること
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（仮称）対馬市市民基本条例骨格たたき台（仮称）対馬市市民基本条例骨格たたき台
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(仮称）市民基本条例他自治体の事例(仮称）市民基本条例他自治体の事例
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（仮称）市民基本条例策定に向けての流れ（スケジュール）
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